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並
み
保
存
の
と
り
く
み

ー
沖
縄
県
竹
富
町
竹
富
島
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
ー
＇

地
域
住
民
の
生
活
の
場
で
あ
る
町
並
み
や
集
落
の
姿
を
そ
の
環
境
と

と
も
に
保
存
す
る
と
い
う
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
制
度
は
、

国
民
生
活
に
最
も
密
按
し
た
文
化
財
保
護
と
い
う
こ
と
応
で
き
よ
う
。

そ
れ
は
生
活
を
不
便
な
ま
ま
に
凍
結
す
る
r

と
い
う
の
で
は
な
い
。

各
家
々
の
内
部
は
近
代
的
に
改
装
し
て
も
、
道
な
ど
の
公
共
的
な
場
か

ら
み
た
建
物
や
集
落
の
景
観
を
伝
統
的
な
姿
で
守
り
、
気
候
風
土
に
調

和
し
た
住
環
境
な
ど
の
昔
な
が
ら
の
良
さ
を
、
住
民
が
分
か
ち
あ
っ
て

い
く
と
い
召
へ
新
し
し
町
、
づ
く
り
で
ぶ
あ
る
。
町
並
み
保
存
は
r

従
来

の
少
数
所
有
者
に
よ
る
単
体
の
文
化
財
の
保
護
で
な
く
、
歴
史
的
環
境

に
か
か
わ
る
全
住
民
、
行
政
、
各
専
門
家
の
揺
力
と
合
意
で
な
り
た
っ

長
期
の
文
化
財
愛
護
運
動
そ
の
応
の
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。

竹
富
島
の
保
存
地
区
は
r

島
の
集
落
部
分
三
ニ
・
八
ha
を

対

象

と

し
沖
縄
県
で
は
初
め
て
、
ま
た
全
国
で
は
二
四
番
目
の
文
部
大
臣
選

定
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
。
本
稿
で
は
r

島
の
概

文
化
財
と
国
民
生
活

島
の
概
況

島
屑
]
万
：

況
や
歴
史
f
集
落
景
観
r

保
存
へ
の
地
元
の
と
り
く
み
な
ど
を
紹
介

し
f
町
並
み
保
存
が
必
ず
し
も
特
殊
な
事
業
で
は
な
く
r

む
し
ろ
島
に

と
っ
て
は
自
然
な
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
。
そ
し
て
、
読
者
の
方
々
に
は
現
地
を
訪
れ
て
南
国
の
美
し
さ
と

住
民
の
熟
意
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

わ
が
国
最
南
端
に
位
置
す
る
r

八
重
山
諸
島
の
な
か
の
竹
宮
島
は
、

し
よ

大
小
一
六
の
島
嶼
か
ら
な
る
多
島
町
で
あ
る
Q
そ
の
う
ち
九
つ
の
島
に

三
五
の
集
落
が
点
在
し
r

西
表
島
を
除
く
と
、
他
は
ほ
と
ん
ど
隆
起
さ

ん
ご
礁
か
ら
な
る
島
で
r

ニ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
全
町
の
世
帯
数
は
一
四
五
四
戸
、
人
口
三
五
―
―

-
0人
で
あ
る
。
各

島
へ
の
交
通
機
関
は
、
石
垣
島
の
港
を
起
点
に
定
期
船
が
航
行
し
て
い

る。
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二
ハ

0
九
年
、
島
津
藩
の
琉

球
支
配
下
と
な
り
、
宮
古
、
八

重
山
に
は
人
頭
税
制
が
強
要
さ

間

吐

き

わ

め

て

過

酷

な

支

配

空道
が
、
明
治
一
―
―
六
年
の
税
制
改
正

たつ
ま
で
一
一
六
六
年
間
も
続
い
た
。

を
そ
の
生
活
苦
に
よ
る
悲
話
も
い

守》
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

ヶ
明
治
―
二
年
の
廃
藩
置
県
後

ス的
は
、
建
築
物
等
の
制
限
解
除
の

統伝
改
革
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
明
治
三
八
年
に
は
、
竹
宮

島
で
最
初
の
瓦
葺
家
屋
が
建
築

さ
れ
、
以
後
、
茅
評
の
掘
立
小

屋
ま
た
は
桁
家
は
、
徐
々
に
瓦
葺
家
屋
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
昭
和
三

0
年
代
前
半
ま
で
は
、
人
口
も
一
五

0
0人
、
戸
数
三
百
数
十
戸
も
あ

り
、
赤
瓦
を
配
し
た
家
並
み
が
、
農
村
集
落
景
観
を
形
成
し
、
村
は
活

況
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
若
者
の
流
失
に
よ
り
、
島
は

過
疎
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、
次
第
に
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
も
衰
退
の

一
途
を
た
ど
り
、
観
光
第
三
次
産
業
を
中
心
と
す
る
島
へ
と
変
わ
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

竹
富
島
の
歴
史
的
景
観
は
、
島
を
守
る
よ
う
に
し
て
発
達
し
て
い
る

リ
ー
フ
か
ら
砂
浜
ま
で
の
イ
ノ
ー
、
保
安
林
か
ら
集
落
ま
で
の
生
産
緑

地
齋
そ
し
て
そ
れ
に
支
え
ら
れ
、
入
為
的
に
作
ら
れ
た
集
落
で
あ

る
。
そ
の
三
大
要
素
の
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
も
、
こ
の
島
の
歴
史
的
景

観
は
維
持
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
集
落
景
観
を
構
成
し
て
い
る

主
な
要
素
は
、
赤
瓦
屋
根
と
ジ
ー
サ
ー
、
さ
ん
ご
石
灰
岩
で
積
ま
れ
た

石
垣
〈
グ
ッ
ク
）
、
ひ
ん
ぷ
ん
（
マ
イ
ヤ
シ
y
白
砂
を
敷
き
つ
め
た
道

路
、
フ
ク
ギ
、
路
傍
の
草
花
、
ス
ソ
マ
ー
ジ
ャ
で
あ
る
。

屋
敷
面
積
は
ほ
ぼ
一
五

0
坪
か
ら
二

0
0坪
で
、
石
垣
塀
に
囲
ま

れ
て
い
る
た
め
、
軒
か
ら
下
の
部
分
は
道
路
か
ら
目
立
た
な
い
。
屋
根

葺
材
は
赤
瓦
と
茅
と
二
と
お
り
あ
る
が
、
大
半
は
赤
瓦
で
あ
る
。
赤
瓦

屋
根
は
沖
縄
の
風
土
的
条
件
で
発
達
し
た
も
の
で
、
平
瓦
と
丸
亙
を
か

ぶ
せ
漆
喰
で
固
め
、
台
風
時
の
強
風
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
る
。
瓦
の
赤
褐
色
と
漆
喰
の
白
色
が
対
比
し
て
鮮
明
な
色
彩
を

生
み
快
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。

茅
葺
屋
根
は
、
赤
瓦
屋
根
以
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
台
風
時
の

強
風
や
、
火
災
に
弱
い
欠
点
を
も
っ
て
い
る
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
姿

を
消
し
つ
つ
あ
る
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
茅
葺
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、

修
理
し
、
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
。

屋
敷
内
の
伝
統
的
な
建
造
物
の
配
置
は
r

竹
富
島
の
集
落
景
観

石
垣
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
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竹
富
島
は
、
竹
富
町
域
の
北
端
に
位
置
し
、
東
京
か
ら
約
ニ
―
o
o

ベ

km
の
石
垣
島
の
す
ぐ
南
西
方
向
に
あ
る
。
一
年
中
緑
に
恵
ま
れ
た
島

ば
南
国
特
有
の
花
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
咲
き
乱

れ
、
自
然
の
美
し
さ
足
南
国
情
結
の
盟
か
さ
を
一
段
と
醗
し
出
し
て

い
る
。島
は
楕
円
状
の
盆
を
伏
せ
た
よ
う
な
姿
で
r

周
囲
九
。
一
丘
『
面
積

六
。
三
二

km
で
あ
る
。
亜
熟
帯
悔
洋
性
の
常
夏
の
気
候
下
で
あ
り
、
年

問
平
均
気
置
は
三
―
一
度
で
あ
る
。
海
岸
線
か
屹
緩
や
か
な
傾
斜
を
な

か
に
進
む
と
f
島
の
ほ
げ
中
央

部
に
、
ア
イ
ノ
ッ
タ
村
（
東
村
）
、

ナ
ー
ジ
村
（
仲
筋
村
）
r

イ
ン

ノ
ッ
タ
村
（
西
村
）
の
一
二
つ
の

集
落
が
、
わ
ず
か
な
間
隔
を
置

い
て
連
な
っ
て
い
る
。

隆
起
さ
ん
ご
礁
が
発
達
し
て

で
き
た
島
は
、
島
高
応
低
く
、

耕
土
も
浅
く
、
水
田
は
で
き
な

い
。
千
ば
つ
や
台
風
の
も
た
ら

す
自
然
的
悪
条
件
の
下
で
、
島

の
住
民
は
、
主
食
の
米
つ
く
り

は
、
対
岸
の
西
表
島
へ
、
約
一

o
k
r
a
の
海
路
を
ク
リ
舟
で
往
来

し
た
。
島
で
と
れ
る
農
作
物
と
い
え
ば
r

粟
、
さ
つ
ま
い
も
f
そ
の
他

雑
穀
類
で
、
焼
畑
的
農
業
を
行
い
、
自
給
自
足
の
生
活
を
営
ん
で
き
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
そ
の
生
活
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
応
、
島
の
生
活
は
変
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
染
籠
物
の
原
料
で
あ
る
麻
r

糸
芭
蕉
な
ど
を
栽
培
し
て
、
ミ

ン
ザ
ー
、
芭
蕉
布
、
上
布
の
染
織
物
工
芸
が
感
ん
に
な
り
r

明
治
後
期

に
は
、
養
蚕
も
導
入
さ
れ
て
、
絹
織
物
も
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
小
島
に
生
き
る
知
恵
が
、
現
在
ま
で
住
民
の
生
活
の
な
か
に
伝
統

工
芸
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
。

村
が
起
こ
っ
た
始
ま
り
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
一
説
に
よ
れ

ば
屋
久
島
久
米
島
f
徳
之
島
沖
縄
本
島
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
血
縁

関
係
の
人
々
が
渡
来
し
て
、
島
の
六
か
所
に
村
を
建
設
し
た
こ
と
が
、

そ
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
史
書
に
現
れ
る
の
は
、
西
暦
一
五

0
0鉗
頃
に
輩
出
し
た
西
塘
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
二
五
年
間
、
琉
球
王
府
に
仕
え
、
首
里
城
正
門
前
に
園
比
屋
武

御
嶽
の
石
門
を
築
造
す
る
な
ど
の
功
績
を
挙
げ
、
ま
だ
統
治
体
制
の
確

立
し
て
い
な
か
っ
た
八
重
山
に
尚
真
王
か
ら
頭
職
を
賜
っ
て
婿
郷

し
、
故
郷
竹
富
島
に
行
政
府
と
し
て
蔵
元
を
削
設
、
八
重
山
の
統
治
体

制
を
確
立
し
た
。
蔵
元
は
―

-
0年
後
f
西
塘
自
身
の
手
に
よ
っ
て
r

石

垣
島
に
移
転
す
る
が
、
以
後
、
島
の
住
民
は
、
彼
の
遠
訓
と
伝
え
ら
れ

る
「
賢
く
さ
や
、
う
つ
ぐ
み
ど
ま
さ
る
」
を
合
言
葉
に
、
島
社
会
の
共

同
体
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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ブ

4

、1

ス
ン
マ
ー
ジ
ォ
カ

る
居
室
、
寝
室
と
し
て
の
主
屋
が
建
ち
r

そ
の
西
隣
に
炊
事
場
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
主
屋
の
前
後
に
は
r

ゆ
と
り
を
も
っ
た
前
庭
と
菜
園
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
建
材
に
つ
い
て
は
、
西
表
島
か

ら
「
ゆ
い
」
に
よ
っ
て
山
出
し
し
た
、
楓
r

ド
ゥ
ス
ど
イ
ゾ
ウ
木
な

ど
の
堅
材
を
、
防
腐
、
防
蟻
の
た
め
半
年
ほ
ど
海
水
に
潰
け
、
塩
分
を

含
ま
芦
潮
干
を
し
た
後
に
建
築
し
た
の
で
あ
る
。
伝
統
的
民
家
は
、

木
造
寄
棟
造
平
家
建
で
、
柱
は
四
寸
角
7

桁
は
四
寸
に
六
寸
角
を
使

用
し
、
金
釘
を
一
切
使
わ
｛
又
楔
を
打
ち
込
み
、
屋
根
は
四
寸
五
分
か

ら
六
寸
勾
配
の
貫
屋
造
り
で
あ
る
。

ジ
ー
サ
ー
は
赤
瓦
屋
根
の
上
に
置
か
れ
、
家
を
悪
魔
や
疾
病
か
ら
守

る
意
味
を
怠
つ
魔
除
げ
の
獅
子
で
あ
り
f
そ
の
表
情
や
形
は
沖
縄
各
地

で
様
、
々
で
あ
る
が
r

竹
富
島
の
場
合
は
素
朴
で
ュ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
り
、

民
家
の
景
観
に
楽
し
み
と
鶉
し
み
を
与
え
て
い
る
。

石
垣
塀
は
屋
敷
の
境
界
を
示
し
r

ま
た
は
強
風
か
ら
家
屋
を
守
る
た

め
に
発
達
し
た
も
の
で
，
高
さ
―
二
立

m
、
幅
七
O
c
m
前
後
で
あ

百
石
垣
は
、
さ
ん
ご
石
灰
岩
を
薗
み
重
ね
た
素
朴
な
野
面
積
み
で
あ

っ
た
が
、
道
路
の
整
備
拡
張
に
よ
っ
て
、
昔
あ
っ
た
曲
が
り
く
ね
っ
た

形
の
石
垣
は
少
な
く
な
っ
た
。

ひ
ん
ぷ
ん
は
r

屋
敷
内
の
人
口
に
立
つ
。
そ
の
役
謂
は
、

け
ら
れ
た
門
か
ら
吹
き
込
む
風
を
さ
え
き
る
、
屋
敷
内
の
。
フ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
ま
た
訪
問
者
の
心
構
え
を
た
だ
す
な
ど
多
様
で
あ
る
。
ひ

ん
ぷ
ん
の
形
態
は
竹
作
り
か
ら
石
精
み
の
も
の
へ
麿
史
的
に
変
化
し

石
垣
に
開

除
け
で
あ
る
。
ジ
ー
サ
ー
が
個
人
の
民
家
を
守
り
、

集
落
を
守
る
役
割
を
も
っ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

竹
富
島
に
は
、
数
多
く
の
祭
事
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
最

大
の
祭
り
は
「
稲
子
取
祭
」
で
あ
る
。
そ
の
他
の
芸
能
の
豊
富
さ
応
、

住
民
の
心
豊
か
さ
や
誇
り
そ
の
忠
の
と
し
て
、
ま
た
、
く
ら
し
の
し
く

み
全
体
を
支
え
る
大
き
な
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
祭
事
の
舞
台
と
な
る

御
嶽
（
オ
ー
ン
）
は
r

お
よ
そ
三

0
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
空
間

を
深
い
神
聖
域
と
し
て
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
祭
事
に
お
い
て
は
r

二
二
の
御
嶽
が
巡
拝
さ
れ
、
そ
の
道
す
じ
は
こ
の
島
の
集
落
の
骨
格
r

軸
を
成
す
怠
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
竹
富
島
の
集
落
景

観
は
、
沖
縄
固
有
の
農
村
集
落
の
景
観
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
と
上
勢
頭
亨
氏
と
の
出
会
い
は
昭
和
一
＿
一
五
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
氏
が
島
の
歴
史
や
民
俗
習
慣
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
表
情
の
な
か
に

は

島

の

二

0
年

三

0
年
先
々
の
こ
と
を
、
心
の
奥
深
く
秘
め
て
い

る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
三
年
に
、
浄
土
真
宗
の
布
教
所
開
設

を
許
さ
れ
た
氏
は
r

幼
少
の
頃
よ
り
病
弱
で
あ
っ
た
が
、
島
の
歴
史
等

に
興
味
を
持
望
古
物
、
民
具
類
の
収
集
の
み
な
ら
ず
、
古
老
宅
を
訪

ね
℃
島
の
民
話
r

民
俗
、
神
口
願
口
r

古
謡
r

芸
能
等
を
書
き
留
め

た
。
そ
の
抜
群
の
記
憶
力
は
島
の
生
き
字
引
と
称
さ
れ
f
近
隣
に
も
聞

こ
え
た
。
ノ
ー
ト
と
実
物
を
保
有
し
、
小
道
具
も
作
り
、
実
演
も
す
る

て
き
た
が
．
f

現
在
で
は
塗
壁
に
瓦
屋
根
を
置
い
た
も
咬
草
屋
根
の
趣

向
を
こ
ら
し
た
応
の
な
ど
が
現
れ
て
お
り
、
集
落
の
道
路
景
観
に
活
気

を
与
え
て
い
る
。

フ
ク
ギ
ば
、
屋
敷
を
囲
ん
で
撼
栽
さ
れ
、
防
風
、
防
火
な
ど
の
環
境

保
全
の
槻
能
を
も
つ
。
近
年
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
家
屋
が
増
え
る
に

き
よ
う

つ
れ
、
屋
敷
が
狭
陰
r

日
当
た
り
を
悪
く
す
る
な
ど
の
理
由
で
切
ら
れ

た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
環
境
保
全
楔
能
の
活
用
の
面
か
ら
も
、
こ
れ

を
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
に
は
白
砂
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
て
f
雨
降
り
の
後
の
水
た
ま

り
を
残
さ
な
い
。
ま
た
雑
草
の
生
え
る
の
を
防
ぐ
な
ど
、
道
路
の
保
全

槻
能
を
も
つ
こ
の
道
路
は
r

裸
足
で
歩
い
て
も
ほ
ど
よ
い
温
か
さ
、
や

わ
ら
か
さ
を
も
ち
、
車
本
位
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
鋪
装
道
路
と
は
違
い
f

人
間
の
歩
く
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

島
の
人
々
は
、

る
。
そ
れ
は
r

作
業
な
ど
、

ス
ン
マ
ー
シ
ャ
は
、

げ
、
台
風

廿
よ
だ

室
口
＞

一
段
と
映
え
て
く
る
。

目
分
達
の
道
路
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
伝
統
が
あ

毎
朝
の
掃
き
清
め
、
年
二
回
の
住
民
総
出
で
の
砂
ま
き

集
落
内
を
清
め
る
習
慣
が
r

今
な
お
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
も
う
一
っ
は
、
路
傍
の
草
花
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
葦
花
は
各

自
が
自
主
的
に
、
道
路
の
石
垣
づ
た
い
に
概
え
育
て
て
い
る
も
の
で
f

白
砂
の
道
路
が
こ
れ
に
よ
り
、

集
落
の
入
口
に
作
ら
れ
る
。
石
垣
を
積
み
上

干
ば
つ
に
強
い
大
木
を
櫨
栽
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
役

島
へ
の
外
敵
を
防
ぎ
、
伝
染
病
等
の
疾
病
か
ら
住
民
を
守
る
魔

文
団
時
報
で
は
、
吃
和
六
―
二
年
の
表
紙
に
使
雨
可
る
絵
を

双
の
要
領
に
よ
り
勇
集
し
ま
言
。
言
っ
て
面
応
募
く
だ
さ
い
。

（
虞
募
要
領

m
用
紙
は
国
用
紙
を
使
甲
し
て
く
だ
さ
い
。

口
絵
の
大
き
さ
は
、
‘
I
T
F
7
1
5
.
1
c「
=
>
ヘ
ジ
テ

1
2
9
目
と
い
）

ま
芍
。

口
応
募
生
OOOD
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

凶
入
選
作
C
JOC
の
署
作
櫂
は
文
邑
省
に
帰
属
芍
る
こ
と
と

し
ま
可
。

四
応
募
作
0
0
0

に
は
、
庄
所
、
氏
名
、
年
齢
ヽ
、
識
業
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
C

④
入
選
発
表

二
閲
募
作
0
0
0

の
う
ち
四
点
を
入
選
と
し
ま
c
fo

。
入
選
者
に
は
薄
謝
を
追
呈
。

•
発
表
は
昭
和
六
三
圧
一
月
号
の
本
誌
上
。

④
締
切
り

昭
和
穴
二
年
二
亘
五

□
〈土）

④
作
品
送
付
先

夷
京
都
干
代
田
区
霞
ガ
関
三
丁
巨
一
一
番
二
号

（
都
便
番
号
一

0
0
)

文
部
省
大
臣
言
房
政
策
課
「
文
団
時
報
霞
集
係
あ
て

（
「
文
昂
時
習
表
紙
絵
応
夏
と
粗
記
の
こ
と
）

電
話
（
榮
京
0
三
）
五
八
＿
‘
|
四
―
二
＿
（
内
讐
＝
＿
四
三
番
）
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（
竹
冨
町
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
指
定
と
同
保
存
計
画
告
示
r

―
二
月
に
文

部
大
臣
あ
て
選
定
申
出
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
円
滑
な
進
捗
は
、
地

域
住
民
の
椀
力
と
町
長
以
下
の
各
行
政
分
野
の
と
り
く
み
は
応
ち
ろ
ん

の
こ
と
r

調
査
を
担
当
し
た
コ
ン
サ
ル
ク
ン
ト
「
都
市
科
学
政
策
研
究

所
」
並
び
に
専
門
家
逹
の
熱
、
L
i
な
協
力
、
文
化
庁
担
当
者
の
時
宜
を
え

た
指
噂
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
町
並
み
保
存
と
い
う

町
づ
く
り
が
、
多
く
の
熱
心
な
人
々
の
ネ
ジ
ト
ワ
ー
タ
で
始
動
し
た
実

感
を
あ
ら
た
め
て
箱
感
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
全
国
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
格
議
会
監
修
の
「
町
並
み
保
存
の
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
」

〈
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
六
二
年
六
月
刊
）
掲
載
の
拙
稿
に

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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千
野
香
織
）
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の
で
、
伝
え
聞
い
た
研
究
者
ら
か
来
島
す
る
よ
う
に
な
り
f
そ
の

ち
の
勧
め
も
あ
っ
て
r

民
俗
資
料
館
を
開
設
し
た
。
氏
は
生
涯
竹
富
島

を
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
f
'
本
土
の
有
名
文
化
人
と
の

交
流
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
昭
和
一
―
―
―
―
一
年
―
二
月
に
日
本
民
芸
協

会
の
霞
鎮
、
外
村
吉
之
介
氏
が
訪
問
さ
れ
、
島
の
差
し
さ
と
豊
か
な
民

芸
に
感
銘
さ
れ
親
密
な
交
流
が
続
い
て
い
く
。

収
集
館
を
臨
時
の
竹
富
民
芸
館
と
し
r

作
り
貯
め
て
お
い
た
も
の
を

展
示
即
売
し
、
島
の
経
済
と
民
具
技
術
の
縦
承
に
大
き
く
貫
献
す
る
こ

と
に
な
る
。
島
の
過
疎
化
f
高
齢
化
の
な
か
で
、
島
民
自
身
の
手
に
よ

っ
ご
質
の
高
い
観
光
に
活
路
を
見
出
唸
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
f
I

貯
事
魔
多
し
の
例
え
の
と
お
り
r

美
し
い
豊
か
な
自
然

と
や
さ
し
い
魂
を
保
っ
て
き
た
島
は
、
観
光
資
本
に
ね
ら
わ
れ
、
土
地

が
買
収
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
七
年
に
、
沖
縄
覧
祖
国
復
儒
す
ろ
の
だ
が
、
そ
の
前
年

は
、
大
干
ば
つ
と
大
型
台
風
、
ド
ル
対
円
が
変
動
相
場
に
移
行
す
る
な

ど
r

社
会
不
安
の
強
ま
る
な
か
で
、
島
の
四
分
の
一
ほ
ど
が
r

本
士
資

本
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
憂
慮
す
る
島
内
外
の
入
達

が
呼
応
し
て
「
竹
宮
島
を
生
か
ず
会
」
が
結
成
さ
れ
た
c”

上
勢
頭
亨
氏
は
、
島
民
を
励
ま
し
、
島
内
外
会
員
の
ま
と
め
に
尽
く

さ
れ
た
。
こ
の
運
動
が
後
に
町
並
み
保
存
の
主
体
と
な
っ
一
＼
今
日
に

至
っ
て
い
る
が
r

氏
は
r

昭
和
五
九
年
八
月
、
七
四
歳
で
他
界
さ
れ

た
。
竹
富
島
の
最
大
の
祭
、
稲
子
取
祭
が
、
昭
和
五
二
年
に
f
国
の

「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
の
忠
f
伝
統
芸
能
保
持
者

と
し
て
の
氏
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
集
落
景
観
保
存

に
当
た
っ
て
隻
島
の
有
形
r

熊
形
の
文
化
財
を
継
承
し
、
保
存
を
言

い
続
け
ら
れ
た
氏
の
影
響
は
r

欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
幸
い
、
氏

の
考
え
に
共
鳴
す
る
人
達
に
よ
っ
て
そ
の
運
動
は
引
き
継
が
れ
、
住

局
支
援
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
f
昭
和
六
二
年
四
月
二
八
日
r

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
竹
富
昆
の
将
来
に
展
望
が
開
き
、
島
の
活
性
化
に
も
大
き
く
寄

与
ず
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
は
，
心
強
い
限
り
で
あ
る
。

な
詞
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
に
必
要
な
手
続
き
は
、

文
化
財
保
護
法
に
定
め
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
竹
宣
町
で
は
特
に
周
辺

自
然
環
境
と
一
体
を
な
す
保
存
を
実
現
す
る
た
め
、
工
夫
を
加
え
て
い

る。
す
な
わ
隻
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
周
囲
に
歴
史
的
景
観
保

全
地
区
を
定
め
、
そ
の
保
全
計
画
を
策
定
し
、
一
定
の
行
為
の
届
出
を

義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
保
存
条
例
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
島
の
住

民
自
ら
が
保
存
に
と
り
く
む
た
め
、
公
民
館
組
織
の
中
に
景
観
保
存
詞

整
委
員
会
及
び
事
務
局
を
設
置
し
、
町
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
活
動

す
る
体
剖
を
取
っ
て
い
る
。

保
存
に
至
る
経
過
は
r

昭
和
六
一
年
三
月
末
に
「
竹
富
町
歴
史
的
景

観
形
成
地
区
保
存
条
例
」
を
制
定
i9

六
一
年
度
に
国
庫
補
助
事
業
で
町

が
保
存
対
策
詞
査
を
実
施
。
そ
の
成
果
を
受
け
て
六
一
年
―
一
月
に
伝
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解

説

大
学
審
艤
会
の
創
設
に
つ
い
て

1

|

1

次

高
等
教
育
局
企
画
課

な

，

1

1・
‘.,1ー
i

、｛

特

集

大

学

改

革

の

推

進

巻
頭
論
文

こ

れ

か

ら

の

の

在

り

方

と

大

学

審

議
会

座

談

会

開
か
れ
た
大
学
を
め
ざ
し
て

（
出
席
者
）
石
田
名
香
雄
／
新
野
幸
次
郎

鵜

澤

昌

和

／

中

村

桂

子

（
司
会
）
遠
山
敦
子

謡

文

日
本
の
大
学
像

大
学
改
革
へ
の
期
待

大
学
一
般
教
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て

資

料

大
学
改
革
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

・
大
学
改
革
協
読
会
（
ま
と
め
）

高
等
教
育
局
技
術
教
育
課

大
学
教
育
の
改
善
に
関
す
る
参
考
資
料高
等
教
育
局
大
学
課

▽
申
す
ま
で
も
な
く
P

文
化
財
に
は
そ
の
形

態
上
の
区
別
が
あ
り
、
「
有
形
文
化
財
」
（
建

造
物
、
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
）
、
「
無
形
文
化

財
」
（
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
）
、
「
民

俗
文
化
財
」
（
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
鮨
な
ど
）
、

「
記
念
物
」
（
貝
づ
か
、
古
墳
、
名
勝
地
、
動

植
物
、
地
質
鉱
物
な
ど
）
、
「
伝
統
的
建
造
物

群
」
（
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史

的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物

群
）
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
さ
℃
戦
後
浬
乱
期
の
さ
な
か
の
昭
和
二

四
年
一
月
二
六
日
、
シ
曰
ッ
キ
ン
ダ
な
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
世
界
最
古
の
木
造
建
造

物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
か
ら
失
火
し
、
飛
鳥

芸
術
の
精
髄
を
伝
え
て
き
た
壁
画
が
一
朝
に

し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
事

件
を
契
機
に
し
て
、
文
化
財
保
護
法
が
制
定
。

公
布
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
五
年
五
月
の
こ
と

で
し
た
。

▽
以
来
、
既
に
四

0
年
遮
く
の
時
か
経
過
し

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
國
土
開
発
の
進
展
、

国
民
の
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
、
文
化
財

を
取
り
巻
く
状
況
は
著
し
く
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

▽
そ
こ
で
、
本
号
で
は
文
化
財
が
、
国
民
生

活
の
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
き
て
い
る
か
を
再
認
識
す
る
と
と
忍

に
、
新
た
な
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
r

今
後
の

保
存
と
活
用
の
在
り
方
を
探
る
た
め
に
、
「
文

化
財
と
国
民
生
活
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

（
政
策
課
）

。
高
等
専
門
学
校
制
度
の
改
革

高
等
教
育
局
企
画
課

天

野

郁

夫

飯
島
宗
一

楠

川

絢

一

石
川

忠
雄
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